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一
度
、
手
を
出
し
た
ら
抜
け
出
す
の
は
容
易
で

は
な
い
。
そ
の
代
名
詞
と
言
わ
れ
る
の
が
覚
せ
い

剤
だ
。
警
察
庁
に
よ
る
と
、
二
〇
一
五
年
に
覚
せ

い
剤
で
摘
発
さ
れ
た
人
の
再
犯
の
割
合
は
六
四
・

八
％
に
も
上
る
。
再
犯
者
率
は
九
年
連
続
の
増
加

で
、
年
齢
が
上
が
る
ほ
ど
、
依
存
性
が
高
く
な
り
、

再
犯
者
率
も
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

  

こ
の
覚
せ
い
剤
に
よ
う
に
、
依
存
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
の
が
「
原
発
マ
ネ
ー
」
だ
。
原
発
を
誘

致
す
れ
ば
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
税
収
は
飛
躍
的

に
上
が
り
、
交
付
金
も
急
増
し
、
自
治
体
の
財
政

事
情
は
一
変
す
る
。毎
年
入
っ
て
く
る
巨
額
の「
原

発
マ
ネ
ー
」
を
前
に
、
自
ら
町
づ
く
り
を
思
考
す

る
こ
と
を
や
め
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。

　

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
と

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
が
、
こ
の
思
考
を

決
定
的
に
変
え
た
と
思
っ
て
い
た
。
福
島
原
発
周

辺
の
住
民
の
避
難
は
い
ま
だ
続
き
、
最
も
放
射
線

量
が
最
も
高
い
帰
宅
困
難
区
域
の
帰
還
目
途
は
全

く
立
っ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
原
発
マ

ネ
ー
」
に
頼
る
自
治
体
は
今
も
な
く
な
ら
な
い
。

震
災
か
ら
五
年
。
福
島
原
発
事
故
の
収
束
も
見
通

せ
な
い
中
、
原
発
事
故
の
風
化
と
と
も
に
、
再
び

原
発
マ
ネ
ー
に
す
が
る
自
治
体
が
目
立
ち
始
め
て

い
る
。

　

今
年
四
月
、
九
州
電
力
玄
海
電
発
が
あ
る
福
岡

県
玄
海
町
の
岸
本
英
雄
町
長
が
、
原
発
か
ら
発
生

す
る
「
核
の
ご
み
」、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の

最
終
処
分
場
の
建
設
に
前
向
き
な
意
向
を
示
し
た
。

　

処
分
場
は
候
補
地
さ
え
決
ま
っ
て
い
な
い
。
二

〇
〇
七
年
に
高
知
県
東
洋
町
が
手
を
挙
げ
た
が
、

散 射 韻

記
さ
れ
て
い
る
。

　

当
初
計
画
で
は
、
研
究
期
間
は
二
〇
年
程
度
と

さ
れ
て
い
た
。
二
〇
年
は
三
年
後
の
二
〇
一
九
年

度
。
そ
の
期
限
が
近
づ
く
が
、
原
子
力
研
究
開
発

機
構
は
、研
究
終
了
年
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

幌
延
町
内
に
も
研
究
延
長
を
望
む
声
は
少
な
く
な

い
。
町
は
、
研
究
の
延
長
と
施
設
の
存
続
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
と
協
議
す
る
意
向
だ
。

　

深
地
層
研
の
経
済
効
果
は
固
定
資
産
税
、
職
員

の
住
居
な
ど
含
め
て
年
間
一
〇
億
円
以
上
と
さ
れ

る
。
研
究
終
了
に
伴
い
こ
う
し
た「
原
発
マ
ネ
ー
」

が
な
く
な
れ
ば
、
町
財
政
や
地
元
経
済
に
与
え
る

打
撃
は
大
き
い
。
四
年
前
に
は
、
町
内
の
商
工
業

者
ら
が
処
分
場
誘
致
の
期
成
会
を
つ
く
る
動
き
も

表
面
化
し
た
。
幌
延
町
な
ど
道
北
の
住
民
団
体
に

は
「
研
究
終
了
期
間
を
明
ら
か
に
し
な
い
の
は
、

研
究
セ
ン
タ
ー
を
な
し
崩
し
的
に
処
分
場
に
転
用

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
」
と
疑

念
を
募
ら
せ
る
。

　

原
子
力
行
政
は
不
信
の
連
続
だ
っ
た
。
高
速
増

殖
炉
も
ん
じ
ゅ
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
洩
事
故
（
一
九

九
四
年
）、
東
海
村
Ｊ
Ｃ
Ｏ
核
燃
料
加
工
施
設
で

の
臨
界
事
故
（
一
九
九
九
年
）、
原
発
建
設
を
巡

る
意
見
聴
取
会
で
の
電
力
会
社
に
よ
る
や
ら
せ
、

動
員
問
題
（
二
〇
一
二
年
発
覚
）
…
…
。
そ
し
て
、

「
想
定
外
」
の
福
島
原
発
事
故
が
起
き
た
。

　

幌
延
町
の
深
地
層
研
が
今
後
、ど
う
な
る
の
か
。

約
束
通
り
二
〇
年
程
度
で
研
究
が
終
了
し
、
埋
め

戻
し
が
実
行
さ
れ
る
の
か
。
そ
の
行
方
は
、
原
子

力
行
政
が
信
用
で
き
る
か
ど
う
か
の
リ
ト
マ
ス
試

験
紙
で
も
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

＜

洋＞

町
民
の
反
対
で
頓
挫
。
そ
の
後
、
誘
致
を
名
乗
り

出
た
自
治
体
は
い
な
い
。
国
は
処
分
場
の
公
募
を

あ
き
ら
め
、
年
内
に
も
、
候
補
地
選
定
へ
向
け
て
、

全
国
の
科
学
的
な
適
地
を
示
し
た
全
国
マ
ッ
プ
を

公
表
す
る
方
針
だ
。

  

玄
海
町
長
も
以
前
は
、
処
分
場
を
受
け
入
れ
な

い
姿
勢
だ
っ
た
。
方
針
転
換
の
理
由
に
つ
い
て
、

玄
海
町
長
は
、
経
済
産
業
省
の
作
業
部
会
が
、
処

分
場
の
適
地
に
沿
岸
部
の
海
底
を
提
示
し
た
こ
と

を
挙
げ
る
。
さ
ら
に
、
玄
海
原
発
一
号
機
が
廃
炉

さ
れ
、
交
付
金
や
固
定
資
産
税
の
減
少
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
も
理
由
の
一
つ
と
い
う
。
だ
が
、
本
音

は
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

候
補
地
に
な
り
、
文
献
調
査
を
受
け
入
れ
る
だ

け
で
最
大
二
〇
億
円
の
交
付
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
原
発
マ
ネ
ー
に
町
づ
く
り
を
頼
っ
て

い
た
玄
海
町
に
と
っ
て
は
、
福
島
原
発
事
故
の
惨

状
を
見
て
も
な
お
、
魅
力
的
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。「
原
発
マ
ネ
ー
」
の
恐
ろ
し
さ
だ
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
地
層
処
分
方
法
を

研
究
す
る
「
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
」（
深

地
層
研
）が
あ
る
北
海
道
幌
延
町
も「
原
発
マ
ネ
ー

依
存
症
」
に
陥
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

深
地
層
研
を
受
け
入
れ
た
二
〇
〇
〇
年
、
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
（
現
在
の
日
本
原
子
力
研

究
開
発
機
構
）
と
道
、
幌
延
町
は
国
の
立
ち
会
い

の
下
、
研
究
施
設
を
処
分
場
に
さ
せ
な
い
た
め
協

定
書
を
結
ん
だ
。
そ
こ
に
は
、
研
究
施
設
に
放
射

性
廃
棄
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
や
、
研
究
終
了

後
、
地
上
施
設
を
閉
鎖
し
、
埋
め
戻
す
こ
と
が
明

原子力行政は信用できるか


